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線形圏の間の導来同値を貼り合わせる 
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概要： 
 以下，1つの体を固定し，ベクトル空間や線形写像はその体上で考えます。
おおざっぱに⾔って，環のうちベクトル空間にもなっているものを多元環とよ
びますが，同じように，圏Cのうち，各対象x,yでの射集合C(x,y)がベクトル空
間になっているものを線形圏とよびます。私の多元環の研究では，その拡張で
ある線形圏も必要になります。なお，多元環や線形圏は，頂点とそれらの間を
結ぶ⽮印からなる図であるクイバーとその上の関係式を⽤いて⼤量に作るこ
とができます。 
 さて，線形圏 C が与えられると，環のときと同様にして，C の(右)加群全
体からなる(アーベル)圏 Mod C が定義されます。また，このなかに C を⾃
然に埋め込むことができます。さらに Mod C の導来圏とよばれる(三⾓)圏 
D(Mod C) が構成されますが，このなかに Mod C を⾃然に埋め込むこともで
きます。これらの埋め込みにより，上昇列 C ⊂ Mod C ⊂ D(Mod C) を考え
ることができます。2 つの線形圏 C と Cʼ に対して後ろの⽅の D(Mod C) と 
D(Mod Cʼ) が(三⾓)圏として同値であるとき，C と Cʼ は導来同値であると
いいます。このことが証明されると，C と Cʼ は，導来圏に関する不変量（例
えばホッホシルト・コホモロジーなど）を共有します。線形圏からなるある集
合 S を導来同値のもとで分類しておくと，S の代表について，求める不変量を
計算すれば，S に属しているすべての線形圏についてその不変量が求まること
になります。導来同値のもとで線形圏を分類することは私の研究⽬標の１つに
なっています。そのために，導来同値な線形圏の組 (C, Cʼ) をたくさん作る道
具が必要になります。ここでは，導来同値な組 (C_{i}, Cʼ_{i})_{i ∈ I} が与え
られたとき，C_{i} および Cʼ_{i}をそれぞれ貼り合わせて⼤きな線形圏 C お
よび Cʼ を作る⽅法と，C_{i} と Cʼ_{i}の間の導来同値を貼り合わせて，C と 
Cʼ の間の導来同値を構成する⽅法について解説します。 
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